
新
ご
み
処
理
施
設
建
設

誠
実
で
丁
寧
な
対
応
を

消
防
団
支
援
で

地
域
防
災
力
の

強
化
を
！

消
防
団
支
援
法
の
施
行

公
共
デ
ー
タ
の
利
活
用

「
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
」
推

進
に
つ
い
て

山腰 恵一 議員

若山 加代子 議員

ふ
る
さ
と
納
税
「
飛
驒

高
山
ふ
る
さ
と
寄
附
金
」

「
消
防
団
を
中
核
と
し

た
地
域
防
災
力
の
充
実
強

化
に
関
す
る
法
律
」
が
施

行
さ
れ
消
防
団
員
の
確
保

や
処
遇
の
改
善
・
装
備
品

の
充
実
な
ど
が
示
さ
れ
た
。

問
消
防
団
員
の
退
職
報
償

金
や
出
動
手
当
等
の
処
遇

の
改
善
に
つ
い
て
は
。

答
地
域
の
安
全
と
安
心
を

守
る
愛
護
精
神
を
尊
重
し

つ
つ
、
団
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
低
下
し
な
い
よ

う
様
々
な
角
度
か
ら
処
遇

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

問
消
防
団
員
の
減
少
は
市

の
防
災
力
の
低
下
に
つ
な

が
る
。
就
業
形
態
の
多
様

化
な
ど
に
よ
り
、
確
保
が

困
難
と
な
っ
て
い
る
。
具

体
的
な
取
り
組
み
は
。

答
団
員
1
，8
8
4
名
の

76
％
約
1
，4
0
0
名
が

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
あ
る
。

災
害
発
生
時
、
団
員
は
職

場
を
離
れ
る
こ
と
に
な
る

た
め
、
活
動
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
が
必
要
で
あ
り

新
年
度
か
ら
団
員
を
雇
用

す
る
事
業
所
の
表
彰
制
度

や
、
協
力
事
業
所
表
示
制

度
と
い
っ
た
職
場
環
境
の

充
実
な
ど
団
員
確
保
に
つ

な
が
る
制
度
を
実
施
す
る
。

問
ふ
る
さ
と
を
応
援
し
て

い
た
だ
く
為
に
も
積
極
的

な
P
R
を
し
て
は
。

答
東
京
や
名
古
屋
な
ど
地

域
出
身
者
の
総
会
な
ど
で

積
極
的
に
P
R
し
て
い
る
。

問
お
礼
の
品
は
、
地
域
の

特
産
品
等
の
魅
力
を
全
国

に
発
信
す
る
た
め
に
も

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
選
択

で
き
る
よ
う
特
産
品
等
の

充
実
を
図
っ
て
は
。

答
10
種
類
程
度
か
ら
選
択

い
た
だ
い
て
お
り
販
路
拡

大
に
も
繋
が
っ
て
い
る
。

問
自
治
体
な
ど
が
保
有
し

て
い
る
情
報
の
う
ち
「
防

災
・
減
災
情
報
、
経
済
情

報
、
統
計
情
報
」
な
ど
公

共
デ
ー
タ
を
民
間
事
業
者

が
利
用
し
や
す
い
形
で
公

開
す
る
「
オ
ー
プ
ン
デ
ー

タ
」
推
進
の
考
え
は
。

答
人
口
、
世
帯
数
な
ど
を

公
開
し
て
い
る
が
、
今
後

の
取
り
組
み
と
し
て
市
民

や
事
業
者
が
二
次
的
に
加

工
で
き
る
デ
ー
タ
に
つ
い

て
オ
ー
プ
ン
化
し
て
い
く
。

問
新
ご
み
処
理
施
設
の
建

設
に
つ
い
て
の
説
明
会
が

開
催
さ
れ
、
地
域
住
民
か

ら
候
補
地
の
選
定
の
方
法

に
つ
い
て
厳
し
い
意
見
が

出
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
ゆ

る
迷
惑
施
設
と
し
て
は
ご

み
処
理
施
設
と
同
じ
火
葬

場
建
設
候
補
地
選
定
方
法

と
違
う
が
な
ぜ
か
。

答
火
葬
場
の
候
補
地
選
定

と
の
相
違
点
は
、
候
補
地

を
公
募
し
た
か
ど
う
か
と

い
う
点
。
候
補
地
の
選
定

方
法
に
つ
い
て
、
他
市
の

事
例
を
調
査
し
た
。
公
募

方
式
を
採
用
さ
れ
た
自
治

体
に
お
い
て
、
住
民
の
合

意
が
得
ら
れ
な
い
な
ど
の

事
例
が
複
数
あ
り
、
市
と

し
て
は
候
補
地
を
公
募
で

な
く
市
の
中
で
検
討
す
る

方
針
で
進
め
た
。

地
元
の
代
表
、
有
識
者
な

ど
の
意
見
を
広
く
取
り
入

れ
ら
れ
る
よ
う
な
、
検
討

委
員
会
を
設
置
し
て
施
設

の
処
理
規
模
や
ご
み
の
処

理
方
式
、
配
置
計
画
、
熱

利
用
な
ど
施
設
整
備
を
す

る
う
え
で
必
要
な
事
項
に

つ
い
て
検
討
を
行
い
、
住

民
意
見
の
反
映
を
し
て
い

き
た
い
。

問
国
民
健
康
保
険
料
が
平

成
26
年
度
に
引
き
上
げ
ら

れ
る
予
定
で
、
加
入
者
に

と
っ
て
大
き
な
負
担
と
な

る
が
、
一
般
会
計
か
ら
の

繰
り
入
れ
を
増
や
し
て
、

保
険
料
負
担
を
軽
減
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答
平
成
26
年
度
の
保
険
料

を
15
％
程
度
引
き
上
げ
し

て
も
、
県
内
21
市
中
で
半

ば
ほ
ど
と
試
算
し
て
い
る
。

平
成
24
年
度
の
一
人
当
た

り
の
所
得
に
対
す
る
保
険

料
の
負
担
割
合
は
、
県
下

で
最
も
低
い
。
こ
れ
ら
の

状
況
か
ら
、
保
険
料
の
軽

減
に
特
定
し
た
繰
り
入
れ

は
考
え
て
い
な
い
。

市
民
見
学
会
、
先
進
地
視

察
を
実
施
し
な
か
っ
た
と

い
う
点
で
は
、
特
に
先
進

地
視
察
の
必
要
性
が
な
く

実
施
し
な
か
っ
た
。

問
今
回
説
明
会
が
行
わ
れ

た
地
域
で
は
、
ご
み
処
理

施
設
が
市
民
生
活
に
必
要

な
施
設
で
あ
る
と
い
う
こ

と
は
、
十
分
に
理
解
さ
れ

て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

過
去
に
臭
い
や
煙
な
ど
で

悩
ま
さ
れ
た
と
い
う
経
験

と
、「
な
ぜ
ま
た
こ
こ
な

の
か
」
と
い
う
思
い
も
受

け
入
れ
ら
れ
な
い
要
因
と

な
っ
て
い
る
。
今
後
、
そ

う
し
た
思
い
に
誠
実
で
丁

寧
な
対
応
が
必
要
だ
が
。

答
1
回
目
の
住
民
説
明
会

で
、
出
さ
れ
た
質
問
や
意

見
に
対
す
る
説
明
を
丁
寧

に
続
け
、
今
後
も
住
民
の

不
安
を
払
し
ょ
く
で
き
る

よ
う
努
力
す
る
。
ま
た
、

建
設
地
の
決
定
後
は
市
民
、

建
設
予
定
地
決
定
の
経

過

国
保
財
政
の
健
全
化
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